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早期乳児期に発生ぜる肺嚢腫の1例
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 乳児や幼児における肺空気嚢腫は次のような色

々な機転によりおこる。即ち先天性奇形，弁状に

ひっかかった気管支栓塞，肺壊死（細菌叉はかび），

エヒノコックス，外傷等である。そしてこれに対

する四二としては根治的に嚢腫の切除をすすめる

説もあるが，叉自然消滅を期待して長期に観察す

べきで，稀に突然急激な嚢腫の膨脹をおこし呼吸

困難を生じtc時と，自然消滅しない先天性奇形に

よるもののみ外科的切除を行うとの説もある。な

おこの嚢肺が存在しても子供は普通に発育するも

のと云われている。更にこれが先天性か，後天性

かをレントゲンで判定することは非常にむつかし

く，切除された嚢腫の顕微：鏡的検査においてさえ

これを決定するのは困難とされている。最近著者

らは早期乳児期において発生し，自然消滅した肺

嚢腫の1例をみたので報告する。

       H 症   例

 患者：昭和32年11月10日生，男児

 主訴：チアノーゼ，呼吸困難

 家族歴：特記すべきことなし

 既往歴：母は32才の高年初産婦で分娩は予定日より

36日早く即ち在胎35週の未熟児であり，初体重16469，

分娩時は早期破水のあった他，仮死その他の変化を認

めない。

 臨床経過 生後3日間は羊水様吐物を時々みて

いる。生後4日目に始めてポりエチレンカテt一一一テ

ルを挿入，5㏄の人乳を注入し始めた。その後時

に少量の吐乳をみたが順調にすすみ，生後14日目

よりカテーテルを除去し，経口哺乳に変えた。こ

の時の哺乳量は1回量約40cc 1日8回であった。

カテーテル除去後2－3日の間は1日に2回位吐

乳をみたが再び嘔吐が止り正常にすぎた。生後21

日目に至り突然顔面にチアノーゼをおこし哺乳力

衰えたが発熱なく，理学的所見に特託すべきもの

もなく，一時的なものですぐ恢復し叉順調にすす

んだ。然し吐乳はその後時々あっアこ。生後29日目

頃より哺乳力に変化はないが何となく活気がなく

なった。生後31日目に至り，哺乳中あまりほしが

らないので一時哺乳を停止して抱いていると鼻部

ロ周にチアノーゼを来し，顔面蒼：白，呼吸困難，

心音微弱となったので，酸素吸入を行い胸部の軽

いマッサージ，強心剤の皮下注射によりその日の

中に次第に恢卑した。哺乳は半日中止し，再びカテ

rtL eルにて人乳8ccより注入．を開始し，生後35日

目には50ccを経ロ的に飲むようになった。生後32

目目に撮った胸部レ線では左下部に縦に長い陰影

を認める。（第1図）理学的所見に異常はなかつ

ナこ。上記のように哺乳力は按複するも全身状態は

元気なく蒼白，呼吸浅く，時時軽いチアノーゼを

みた。生後38日目に至り相変らず蒼：白で哺乳時に

チアノーゼを来す為再びカテーテル栄養に変え，

30cc位注入するが時にチアノーゼの為10㏄位し

か注入し得ない時や注入停止の時もあった。生後

39日目に撮った胸部レ雪像では左下部に壁の厚い

中央のやや透明化した空洞状の陰影を認める。

（第2図）理学的所見異常なし。その後3－4日は

蒼白なるも安静に経過したが生後42日目に強度の

チアノーゼ，呼吸困難となり1日間哺乳を中止し

ている。この頃より時々咳漱発作をみる。このよう

に生．後46日目までは時々チアノーゼ，呼吸困難を

くりかえしていたがその後全身蒼白なるも元気が

出てきて経口的に哺乳を行うようになった。この

頃より咳漱発作もなくなって順調1こ経過した。な
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第 1 図

第 2 図

ほ，全経過・き発熱は殆どなく，体重は生後38日R

～47日目の間に下降をみせたがその前後は上昇し

ている。生後72日目の胸部レ離縁では壁の薄いき

れいな肺嚢腫の陰影を認め（第3図），この時は全

身蒼白の他は元気あり，哺乳力良好で特変はな

い。生後86日目の胸部レ線豫は大部小さくなった

嚢腫を示す。（第4図）しかし生後94日目に至る

とレ線上には嚢腫を全く認め得なくなっている。

（第5図）子供は生後112日目に退院，この時の体

重は3700gとなり，顔色はあまりすぐれないが

特変はなかった。退院後27’日，即ち生後139日

目にも，ここにはあげてないがレ線上何も認めら

れていない。

 現在この子供は1年7カ月で体粛89tlO 9，両足

第 3 図

第 4 図

第 5 図
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に軽い痙攣性麻痺がみられるが特にひどい智能の

おくれはみられず，今日に至るまで呼吸器上の疾

患として特筆するものに罹患していない。

 治療：呼吸困難時に強心剤を注射した他は生後

31日目に1回マイシリン0．259を筋注，その後生

後37日目より59日目までマイシリン0．259筋注

を1日2回，その後1日1回として生67後日目で

中止している。

        検査成績

 A ．血液所見：

 a）血色素 生後9日目，125％にてその後次

第に下降し，生後65日目に58％，再び上昇して

生．後107日目には84％になる。

 b）赤血球数 生後9日目に480万，65日目に

311万，107日目｝c 352万となる。

 c）白血球数 生後9日目に8600，23日目に

8200，37日目｝こユ0500，49日目に10800，65E！目

に10000，93日目に9900，107日目に9600とな

っているQ

 B ツベルクリン反応陰性（生後70日目）

 C 咽頭部粘液塗沫検査（生後44日目）グラム

陽性桿菌（十），グラム陽性球菌（十），結核菌（一）

       皿 考   按

 肺嚢腫をおこす種々の原因の中，本例は臨床経

過及び胸部レ線像からみて，嘔吐による嚥下性肺

炎より気管支の国状栓塞をおこした為に発生した

後天性肺嚢腫と老えられる。全経過を通じて殆ど

発熱がみられていないが，これは新生児や特に未

熟児における肺炎1こはしばしばみられる所であ

り，理学的所見の欠除も薪生児では往々にしてあ

り，これはごく一時的に異常を認める事もある所

から，全く欠除するのではなく偶然見落すのかも

しれない。叉体重増’加は呼吸困難，チアノr一 Vを

頻繁に繰返した10日間下降をみせた他は順調な上

昇をみせているが，これは肺嚢腫とは限らず，著

者の経験では新生児において肺炎等の合併症のあ

る場合・，最：悪期の小期間を除いては，呼吸困難，

チアノーゼがあっても哺乳ヵはあまり衰えず，体

重増加もみる事が多いものである。

       IV摘   要

 早期乳児期において吐乳による嚥下性肺炎より

後天性の肺嚢腫をおこし，自然消滅し，その後呼

吸器に異常を認めない1例について報告しナこ。
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